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不登校対応巡回教員の配置
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※中学校のみ
（目的）
１　不登校生徒の出現率の抑制
２　不登校生徒の継続数の減少
３　専門機関等との連携の促進拠点校

)

巡回校

（巡回教員の取組）
１　新たな不登校を生じない取組
２　多様な学びの場を確保する取組
３　連絡会及び研修会への参加
４　実践の成果等普及・啓発

市内中学校を巡回
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チャレンジクラス
「東京型不登校特例校（校内分教室）」の開設

１　不登校生徒が安心して学校
　生活を送ることができるよう
　なゆとりある生活時程を実現
　し、実態に応じた支援を行う。
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２　正規の教員が担任となり、
　授業を行います。また、養護
　教諭やスクールカウンセラー
　等も生徒の支援を行います。

チャレンジクラス
「東京型不登校特例校（校内分教室）」の開設
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３　生徒一人一人の学習状況に合わせ
 た個別学習やグループ別学習などを
　行うほか、生徒の興味や関心に合わ
 せた様々な体験活動等を通じて、生
　徒のチャレンジ意欲を育みます。

チャレンジクラス
「東京型不登校特例校（校内分教室）」の開設
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チャレンジクラスのカリキュラム（案）

〇　生徒に配慮した個別の指導計画を作成
〇　生徒の実態に即して時数を削減
　　年間授業時数665時間（標準1015時間）
（例）月・火・木・金（4時間）水（3時間）　
〇　学校内の施設を活用した授業を実施　
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チャレンジクラスの生活時程（案）
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●　登校日数の増加　
●　学習内容の定着
●　学校内外の機関等による相談・
　指導等を受けていない生徒の解消　

チャレンジクラス
「東京型不登校特例校（校内分教室）」の開設
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「チャレンジクラス」今後の見通し（予定）

令和6年度
・せせらぎ教室の利用者等を対象予定
・入級に係る手続きや周知方法等に関す
　る検討委員会の設置
令和7年度以降
・市内全中学校から段階的に受入開始




